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　小倉カンツリー倶楽部は、1961年に開場。広大な丘陵地に造成
されたフラットな18ホールは、池を巧みに配して戦略性が高められ
ている。日本の名匠上田治の隠れた宝石であるといわれている。
2008年11月には、日本ミッドアマチュア選手権が開催され、毎年7月には日刊アマゴルフ野見山杯　九州シングルプレーヤーズ
選手権が開催されている。

ゴルフはすべて、ここから始まる。そしてすべてのゴルフがここ
で終わる。クラブハウスとはゴルファーにとって、コースの一部
だと言っていいのかもしれない。その佇まいが、創始者のマインド
を語っている。

吉村順三（よしむらじゅんぞう・1908年9月7日～1997年4月11日）は
日本の建築家。皇居新宮殿の建設に関わった。
東京の呉服商の家の生まれる。東京美術学校（現・東京芸術大学）で
建築を学び、実測と観察を通して日本の古建築に触れた。1931年に卒
業後、アントニン・レーモンドに師事。モダニズム建築を体得すると
ともに、レーモンドに日本建築を伝える。1941年、吉村順三設計事務
所を開設。1962年、東京藝術大学教授に就任。1990年日本芸術院会員。
日本の伝統とモダニズムの融合を図った。

倶楽部の歴史　History
コース設計　　　　　上田　治
クラブハウス設計　　吉村　順三
開場　　　　　　　　昭和36年10月1日
PAR　　　　　　　　72（OUT37，IN35）
距離　　　　　　　　6756ｙ
コースレイティング　72.5
グリーン　　　　　　ベント

受賞暦
■日本建築学会賞(1956年)。
■ニューヨーク建築家協会デザイン優秀賞、パーソン賞(1972年)。
■日本芸術賞(1975年)。
■毎日芸術賞(1989年)。
■文化功労者(1994年)。

代表作
■佐倉厚生園サナトリウム　(千葉県佐倉市／1953年)。
■国際文化会館　(前川國男、坂倉準三と共同設計／東京都港区／1955年)。
■南台の家　(東京都中野区／1957年)。
■葉山海の家　(1957年)。
■箱根ホテル小涌園　(神奈川県足柄下郡箱根町／1959年)。

（クラブハウス設計　吉村順三）

秀峰貫山のふもと、樹齢半世紀の老松に
セパレートされた静寂・悠々の戦略性に優れる
巧みなレイアウト。



― 名匠・上田治の残したもの ―

上田治　設計コース　代表作

コース設計家　上田治
小倉カンツリー倶楽部コース設計

日本一のコース設計家と言われる井上誠一氏は東日本を中心に活躍した。その良きライバルとして名があ
がるのが上田治氏。「東の井上、西の上田」と並び称される上田氏は、主に西日本を中心に多くの名コー
スを生んでいる。

　上田治は１９０７年（明治40）大阪府茨木市に生まれる。小学校から中学まで水泳部に所属、第８回極東オリン
ピック上海大会には20歳で日の丸を胸に１００㍍背泳ぎに出場している。
　強靭な肉体と不屈の精神力は水泳で培われたと言っても過言ではない。その後、京都大学農学部に進学、廣野ゴ
ルフ倶楽部の計画に参加した。陸に上がった男の目指したものはゴルフ場設計という未知の世界だったのだ。Ｃ・
Ｈ・アリソンの残した設計図をもとに現場監督助手として働いた。この経験が後の名設計家の原点となったことは
言うまでもない。昭和30年代まではコース設計家という職業はなく、上田治の名も表面に出てくるような時代ではな
かった。

時代を読み、風と囁いた作風　妥協を許さない学者魂が原点

　上田の作風の特色は、プレーヤーに想像力をかき立たせるブラインドの設定にある。上田の作品を評して自然の
地形をそのまま活かした手造り風という説があるが、実際は原地形に大工事を施し、再び自然に帰すという芸術家
としての真骨頂が隠されているのだ。
　上田はまた、先見性も兼ね備えていた。ワングリーン制、７０００ヤード超の距離の必要性を40年前に説いてい
たという。近代ゴルフの風がまだ吹かぬ時代、上田は丘に立って風や樹と会話していたのだろう。
　コース設計は芸術である、という思想は井上誠一と相通じるものがある。井上がコース全体を母親のような優し
さで包んだのに対し、上田は各ホールを女性の身体でイメージして構成させている点だ。大らかな曲線美が二人の
求めた究極のデザイン。その共通項こそがライバルとして競争心を燃やす出発点となっていることに気づかされ
る。また、上田は、コースは一握りの上級者（競技選手用）のためにではなく、ＨＤＣＰ18程度のゴルファーが充分
に楽しめる設計にすべきものという持論を全コースに投入させている。設計家である前に農学の権威者でもあった
上田。その知識が礎となっていたからこそ、大胆とも言えるオリジナリティーが発揮できたのではないだろうか。

門昭和9年
処女作（9ホール）

昭和28年
18ホールに拡張

昭和34年開場

2009年
日本アマチュアゴルフ
選手権開催

昭和31年
18ホール改造設計

1997・2008年
日本オープンゴルフ
選手権開催

昭和31年開場

1991・2001年
日本オープンゴルフ
選手権開催

大阪ゴルフクラブ（大阪府）　　大山ゴルフクラブ（鳥取県）　　松山ゴルフ倶楽部川内コース（愛媛県）
長崎国際ゴルフ倶楽部（長崎県）　広島カンツリー倶楽部（広島県）　　小野ゴルフ倶楽部（兵庫県）
宇部72カントリー倶楽部阿知須コース（山口県）　よみうりカントリークラブ（兵庫県）　　　他


